HobbyBox

社会貢献活動の第一歩・・・　　　　　　　　　　　　特別養護老人ホーム朝老園ひさみつ　森山茂生

これは、趣味に該当するかどうかは分かりませんが、大学時代から行っている”献血“です。自分の場合は、全て”成分献血“になります。
“成分献血”とは、血液中の赤血球、血小板、血漿など特定の成分だけを取り出す方法です。“全血献血”とは異なり、必要な成分だけを効率的に提供出来る為、１ヶ月に１～２回程度、提供出来ます。
　献血のきっかけは、大学時代に全血献血を初めて提供した時に、献血は、“誰かの命を救う尊い社会貢献活動”と云う話を聴いて、自分でも出来る活動だと思った事からでした。それ以来、事あるごとに献血ルームに足を運ぶ様になり、今日現在で、献血回数が562回になりました。
　38歳の時に、日本骨髄バンクより通知があり、患者さんと適合しましたとの事。以前、献血ルームでドナー登録をした事を思い出しました。下記はドナー提供までの一連の流れです。
1 確認検査（医師が問診します。問診で問題なければ、健康チェックのための採血をします。）、
2 最終同意（提供ドナーに選ばれると、ドナーと家族の最終的な提供意思を確認(同意書)します。）
3 採取前健康診断（採取の21日前までに久留米聖マリア病院で詳しい健康診断をします。）
4 貧血を防ぐ為、事前に自己採血 (600cc) 採取をしておきます。
5 骨髄提供（入院期間：3泊4日）平成11年7月7日　久留米聖マリア病院・血液内科
Ⅰ）採取1 日前に入院します。
Ⅱ）骨髄採取（2～3時間）全身麻酔の上、うつ伏せの状態で腸骨（腰の骨）に穿刺針を刺して骨髄液（１ℓ）を採取します。
6 退院
7 採取後健康診断（2～3週後に採取後の体調を確認する健康診断を行います。）
　手術は予定通りに終わりましたが、誰に提供したのか、提供した患者さんが無事に成功したのかは、一切、教えて頂けませんでした。が、自分が患者さんやそのご家族の方の為に少しでもお役に立てたのかなとは思っています。
　69歳迄は、献血が可能との事。体調管理を万全にして、目標の600回を目指して、献血ルームに足を運びたいと思っています。
　骨髄ドナー及び献血の提供が出来ている身体に対して両親に感謝！　
最後に、日本は、献血者数が減少傾向にあり、特に若年層の献血者不足が深刻な問題となっています。
この広報誌を見られた方、是非、献血に足を運んで頂けたらと切に願います。
合掌
